
札幌市小中学校の適正配置について（札幌市適正配置検討懇談会で検討すべきこと） 

 

 本市では、これまで、児童・生徒が増加したことに伴う学校の大規模化の解消を行う

ことを目的とした「学校の分離・新設」を行い「学校の適正配置」を目指してきたとこ

ろである。しかし、昨今の少子化等の影響により、本市の児童・生徒数は減少傾向にあ

る。札幌市では、子どもたちの健やかな成長を促すためには、過大・過小な規模ではな

く、適正な規模の学校での教育が望ましいと考えることから、適正配置の取り組みを行

うものである。 

  

 

適正規模の考え方の再確認 学校施設の改築の問題 

地域コミュニティとの関係

通学時間・通学距離の考え方

資生館小の効果検証 

   ：検討項目例（順不同） 

「札幌市学校適正配置検討懇談会（意見提言）」平成 17 年予定 

（札幌市学校適正配置計画策定の方向性） 

市内小中学校の適正配置実施（手法：統廃合、通学区域の見直しなど） 

「札幌市学校適正配置計画策定」平成 17 年度予定（教育委員会が策定）

札幌市学校適正配置検討懇談会（平成 16 年 12 月～） 

（平成 12 年の意見提言を基本とし、適正配置計画策定や適正配置実施

の際、考慮すべき要素の影響についての検討・検証を行う。）

 

影響の検討 

通学区域の弾力的運用 少人数学級の方向性 

「札幌市学校適正規模検討懇談会（意見提言）」平成 12 年 

（今回検討の基本的な考え方） 
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